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1. 概略  

投写距離シミュレーターとは 

 投写距離シミュレーターとは、セイコーエプソン製プロジェクターを設置するにあたり、ご希望のスクリーンサイズで投写する場
合に必要な投写距離を算出するための Web アプリケーションです。 

 本マニュアルにて説明するアドバンストモードは、レンズシフトや台形補正機能、Quick Corner 機能などを用いたプロジェク
ターの設置位置確認を実施する場合にご利用いただける主に設置業者様向けのモードになります。投写距離、投写スクリ
ーンサイズなど必要最低限の情報を確認したい場合はシンプルモードをご利用ください。 

 

   サポートブラウザー 

 

     本シミュレーターは以下の Web ブラウザーをサポートしています。 

・ Microsoft Edge® 

・ Google Chrome™ 

・ Firefox® 

・ Safari 

 

   本マニュアルの適用バージョン 

     本マニュアルは投写距離シミュレーター V2.3.5 以降のバージョンに適用されます。 

ご注意 

① 本書の著作権は、セイコーエプソン株式会社（以下「当社」）に帰属いたします。お客様は当社に無断で本書の内容の
全部または一部を複製、転載、改変、送信したりすることはできません。 

② お客様は当社のプロジェクター製品のご購入を検討、また、ご利用いただく目的のためにのみ、本書をご利用いただくことが
出来ます。 

③ 本書上の他者商標の帰属先は、商標について をご確認ください。 

 

 免責事項 

① 本書の内容およびシミュレーター本体については、将来予告なしに変更することがあります。本書に記載されている内容の
最新情報につきましては、WEB に掲載されているものを最新版として優先致します。 

② 本書の内容については、万全を期して作成しましたが、本書の内容について、当社はその正確性または完全性等について
いかなる保証も行うものではありません。万一、これらの内容に誤りがあった場合において、当社は一切の責任を負いかね
ます。 

③ お客様は、本書をお客様ご自身の責任において利用いただくものとします。お客様が本書をご利用いただいたこと、または
ご利用いただけなかったことにより、お客様に直接的、間接的、特別、偶発、結果的、その他いかなる損害が生じた場合
でも、当社は一切責任を負いません。 

 

©SEIKO EPSON CORPORTION 2024. All rights reserved. 

 

https://www.epson.jp/trademark/
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2. 全体図  

※「エッジブレンディング」については、ブレンディング機能用の操作ガイドをご覧ください 
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3. 型番を検索してプロジェクターを選択する  

・入力セルに製品の型番（一部のみでも可）を入力してください。入力欄の下に条件に合った製品型番が表示されます。 

（半角英数で入力してください。大文字/小文字の区別なく入力可能です） 

 

 

 

・検索したい型番を入力後、 アイコンをクリックすると、該当するプロジェクターをプルダウンから選択することができます。 

 

 

4. カテゴリーからプロジェクターを選択する  

・使用用途に応じてカテゴリーを選択し、モデルから製品型番を選択することができます 

（オプションレンズ対応機種はレンズも選択します） 

 

 

 

5. プロジェクターの仕様から検索する 

・明るさや重量、本体サイズなどの仕様からプロジェクターを検索することができます。 
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 ・レンジから検索：明るさやコントラスト比などをレンジで指定して検索することができます。 

 

 

 ・テキストボックスから検索：テキストボックスが表示され、任意の数値を入力して検索することができます。 

 

6. 設置条件からプロジェクターを選択する  

・設置したい条件（例えば 3m 先に 200 インチで投写したい）を入力することで、条件に適したプロジェクターを検索することが
できます。 

 （投写比（スクリーン幅÷投写距離）を算出して条件に当てはまるプロジェクターを検索します。） 

 

<注意：条件設定時に入力したスクリーンサイズや距離はシミュレーターには直接反映されません。機種選定後、再度シミュレ
ーターにて設定してください> 

 

・設置条件以外にオプションでプロジェクターの明るさやレンズシフトの有無、環境光、使用用途を指定することができます。 

 <注意：V2.2.2 時点では環境光、使用用途を指定すると、検索時に表示されるプロジェクターの数が少なくなることが 

あります> 
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7. 機種の情報を確認する 

・上記”3”から”6”で選択したプロジェクターの基本スペックが表示されます。 

 

 

 

 ・明るさ：製品の明るさ 

 ・明るさ（レンズ減光分）：レンズの光学特性による減光分を加味した明るさ（レンズ交換対応機種のみ表示） 

 ・解像度：液晶パネルのネイティブ解像度 

 ・質量：製品重量（レンズ交換対応機種は、レンズを除いた製品本体の重量） 

 

“仕様詳細”ボタンをクリックすると、別ウィンドウが表示され、詳細スペックを確認することができます。 
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8. 選択した機種と同条件で設置できるプロジェクターの一覧  

・選択した機種でシミュレーションを実施後、同一条件で設置できるプロジェクターを一覧表示することができます。”選択>>”をク
リックすると別ウィンドウにて表示されます。 

 例）100 インチを 5m の距離で投写するシミュレーションを行った場合、5m で 100 インチ投写できるプロジェクターをすべて表
示します。 

     

 

9. レンズを選択する（レンズ交換対応機種のみ）  

・レンズ交換に対応した機種は、このウィンドウからレンズの選択が可能です。シミュレーション後に別レンズへ変更する場合もこのウ
ィンドウから操作可能です。 

 

・ レンズ型番は販売状況に合わせて以下の通り表示されます。 

  黒字：現在販売しているオプションレンズ 

グレー字：販売終了したオプションレンズ 
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10. 投写条件を入力する 

10.1 基本設定  

・ 部屋の大きさ 

・ 設置姿勢（壁掛け対応機種で、“壁掛け”に選択した場合、専用 UI に切り替わります） 

・ 指タッチ：指タッチユニットの設置有無を選択します（指タッチユニットの設置位置と注意事項を表示します） 

・ 床からフットまで：床からプロジェクターのフットまでの距離を入力できます（0 にすると床置き状態になります） 

・ 単位：ｍ / mm / インチ（小数表示、分数表示）/ フィート（小数表示、分数表示）から選択できます 

 

10.2 スクリーン形状（曲面スクリーン機能のみ）  

曲面スクリーン機能を選択時のみ、入力欄が表示されます。 

 

曲面スクリーンに関する情報を入力します。 

a. スクリーン形状：水平曲面/垂直曲面 

b. 曲面形状：凹面/凸面 

 

c. 中心角度/円弧の長さ/画面の奥行/半径のいずれか 

 

 

 

    

<中心角度> <円弧の長さ> <奥行> <半径> 

水平凹面 水平凸面 

垂直凹面 垂直凸面 
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10.3 スクリーンサイズ  

スクリーンサイズを入力します。対角は単位設定に関わらず“インチ”で固定です。  

“対角“、”幅“、”高さ“の値は連動していますので、すべての数字を入力する必要はありません。 

選択した機種が投写できるスクリーンサイズは、スライダーの両端に表示されます 

 

 

 

部屋のサイズよりも大きなスクリーンサイズは入力できません。入力可能な最大値に自動調整されます。 

 

・ アスペクト比：投写したいアスペクト比を設定します。初期値は製品の液晶パネルのアスペクト比が適用されます。アスペ
クト比を初期値から変更した場合、“View“に表示される投写光の上下、もしくは左右に黒の帯が表示されます。 

 

 

例１） アスペクト比 16:10 の機種で、設定を”16:9”にしたとき 

⇒上下に黒帯が表示される。 

 

例２） アスペクト比 16:10 の機種で、設定を”4:3”にしたとき 

⇒左右に黒帯が表示される。 

 

・ ロック機能    ：入力したスクリーンサイズの値を固定します。“10.5 投写距離“で投写距離を入力した場合や、
“View”画面でプロジェクターを操作してもスクリーンサイズが変更されなくなります。スクリーンサイズを固定したまま、投写
距離を変更することが可能です（投写レンズのズーム範囲内に限ります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最小サポートサイズ：50 インチ 
最大サポートサイズ：500 インチ 
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10.4 スクリーン位置  

・  床～スクリーン下端： 床からスクリーンの下端までの高さを入力します。 

・ オフセット：黒板やホワイトボードなど、壁から投写面が飛び出ている場合にその厚みを入力します。 

・ ロック機能    ：スクリーンの左下を起点として、投写位置を固定します。スクリーンの位置はあらかじめ決まっていて、
プロジェクターの設置可能位置を調べる場合などに有効です。 

 

 

10.5 投写距離  

投写距離を入力、またはスライダーで設定します。メニュー上には以下の数字が表示されています。 

① ”10.3 スクリーンサイズ”で入力したスクリーンサイズを投写可能な距離（ワイド～テレ） 

② 選択したプロジェクターが投写可能なスクリーンサイズの最小時（ワイド端）と最大時（テレ端）の投写距離 

 

 

 

数字を入力する場合、スクリーンサイズのロックの設定の有無に応じて以下のように制限されます。 

➢ スクリーンサイズがロックされていない場合：上記②の範囲の投写距離が入力可能です。②を下回る、もしくは超える
場合は最小、もしくは最大に自動的に調整します。 

➢ スクリーンサイズがロックされている場合：入力した投写距離が①の範囲であれば、入力した値が反映され、“VIEW”
画面のプロジェクターの位置が移動します。入力した投写距離が①の範囲を超えている場合、入力した値に応じて最
大値もしくは最小値に自動調整されます。 

 

ロック機能    ：投写距離指定後にロック機能を ON にすることで、その距離から投写可能なスクリーンサイズを調
べることができます。スクリーンサイズと投写距離のロックは同時には設定できません。 

 

 

  

① 10.2 で指定したスクリーンサイズの 

投写距離（ワイド端） 

① 10.2 で指定したスクリーンサイズの 

投写距離（テレ端） 

②選択機種の最大サポートスクリーンサイズ 

時の投写距離（テレ端） 

②選択機種の最小サポートスクリーンサイズ 

時の投写距離（ワイド端） 
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10.6 詳細設定  

10.6.1 設置角度  

[画面の位置を表示する] 

“スクリーン位置を表示する”を ON にすることで、以下の手順でクイックコーナーの補正可否をシミュレーションできます。 

 

手順１：スクリーンサイズ、位置を設定します。この位置は映像を投写したい位置（実際に設置されているスクリーンの位置
など）を意味します。 

   

 

手順２：“スクリーン位置を表示する”を ON にする。手順１で指定したスクリーン位置に赤枠が表示され、黄色のエリア
（投写光）の４隅の色が変わります（プロジェクターのアスペクト比によって、4 隅、もしくは両サイドの色が変わります） 

 

  

プロジェクターのアスペクト比が 16:10, 16:9 の時： 

投写光 4 隅の色が変わる。 

プロジェクターのアスペクト比が 4:3 の時： 

投写光の両サイドの色が変わる。 
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手順３：プロジェクターの角度、位置を設定します。黄色いエリア（プロジェクターの投写光）の形状を変化させ、黄色エリア
の色が変わった 4 隅（もしくは両サイド）の中に赤枠（スクリーン位置）の４つの角が入ると Quick Corner 機能で補正
可能な状態となります。 

補正不可となる場合 補正可の場合 

  

投写光の 4 隅に赤枠の４つの角のいずれかが入ってい
ない 

投写光の 4 隅に赤枠の４つの角がすべて入っている 

 
 

角度表示の枠が赤く表示される 角度表示の枠が赤くならない 

  

Quick Corner 補正可否：補正不可と表示される Quick Corner 補正可否：補正可能と表示される 
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Quick Corner 補正確認のコツ：スクリーン位置表示を ON にした後、スクリーンサイズを大きくすることで赤枠全体を投写
光が覆い、調整しやすくなります。 

 

[角度設定] 

“画面の位置を表示する“が On の時は前述の通り Quick Corner の補正可否を判断しますが、”画面の位置を表示
する“をオフのまま角度を設定すると、台形補正の補正可否を確認できます。この時、垂直角度と水平角度は排他処理と
なります。 

 角度設定を ON にすると、側面、平面の View 上にスライダーが表示されます。角度を直接入力するか、スライダーでご
希望の角度に調整してください。 

 

  

 

 

 

 

 

      



エプソン投写距離シミュレーターユーザーマニュアル - 15 - 

 

 

注意１）シミュレーター上は±90 度まで指定可能ですが、プロジェクターご使用の際は一部機種を除き、ランプ光源モデ
ルは設置角度に制限がありますのでご注意ください。また、機種によってはプロジェクターの姿勢に合わせて設定変更する必
要がありますので、詳しくは製品の取扱説明書をご確認ください。 

 本機能は床面・天井投写のシミュレーションには使用できません。 

 

注意２）Quick Corner、台形補正は映像信号を電子的に補正して任意の形状で投写する機能です。したがって、角
度が大きくなるほど画質の劣化や、情報の一部欠落などが発生します。極力補正量が大きくならないように設置することを
お勧めします。 

 

10.6.2 環境光設定  

プロジェクターで映像を投写する面（壁面・スクリーン等）の明るさを入力することで、画面上の実際の輝度、コントラスト、
および、選択したプロジェクターの明るさが十分かどうかの目安を確認することができます。（結果は“12．明るさ/コントラスト
の目安”を参照ください） 

 

 

・使用用途：設置場所の投写面の明るさが不明な場合は、プルダウンから該当する用途を選んでいただくことで一般的な環
境光を表示します(*)。投写面の明るさがわかっている場合は、カスタムを選択します（各使用用途を選択したまま、投写面
の明るさを入力することも可能です） 

 

・投写面の明るさ：プロジェクターで映像を投写する壁面/スクリーン上の明るさを入力します。 

 

・スクリーンゲイン：設置環境に合わせて数値を入力してください。初期値は”1.0”です。 

 

*:JIS 等で定義されている照明基準は、その環境での作業（事務室であれば机上等）に適した明るさとして定められていま
す。投写面の明るさは照明の位置によっても変化しますが、一般的に照明基準と比較して暗い傾向にあります。 

測定器をお持ちの場合は、映像を投写する壁面上の明るさを測定することでより実態に近い値を算出することができます。 

 

10.6.3 仕様外投写検証モード 

この機能を ON にすることで、選択したプロジェクターがサポートしている最大投写サイズを超えたサイズでシミュレーションを実
施することができます。ON にすると以下のようなメッセージがポップアップ表示されます。 

注意：本モードで表示される情報は投写距離を計算するための式を活用して算出された理論値になります。フォーカスなどプ
ロジェクターの投写性能を保証するものではありませんのでご注意ください。 
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また、仕様外投写検証モードであることがわかるように、スクリーンサイズ入力欄がピンク色に変わり、その下に“仕様外投写検
証モード”のメッセージが表示されます。 

 

免責事項の文言も変更されますのでご一読ください。 

 

10.7 曲面スクリーンの設定方法  

本シミュレーターにおいて曲面形状および投写シミュレーション可能なスクリーンサイズの上限は、部屋の大きさで決まります。 

設定の際は下記例（曲面半径を設定する場合）を参考の上、投写条件に合わせて各項目を設定してください。 

 

例：EB-PU2010W + ELPLX02S / 天吊り / 半径 R=5000mm、高さ 2500mm の水平凹面 / 16:10 の場合 

① アドバンストモードから「曲面スクリーン」を選択します。 

② 機種とレンズを選択します。 
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③ 基本設定を条件に合わせて変更します。単位の変更は任意です。（今回はミリメートル） 

設定項目 設定内容 

単位 ミリメートル (任意) 

部屋の大きさ：幅 10000 mm (曲面の直径) 

部屋の大きさ：高さ 10000 mm 

部屋の大きさ：奥行き 20000 mm 

設置姿勢 天吊り 

 

部屋の幅は曲面 R=5000mm を設定できるようにするため、 

必ず曲面の直径 10000mm にします。 

また、スクリーンの高さは部屋の高さより大きく設定できないため、
余裕をもって 10000mm にします。 

同様に投写距離も部屋の奥行きより大きく設定できないため、 

余裕をもって 20000mm にします。 

使用するレンズに応じて設定内容を調整してください。 

 

 

 

 

 

④ スクリーン形状を水平曲面・凹面に、半径を 5000mm に設定します。（部屋の幅が 10000mm でないと設定不可） 

 

⑤ スクリーンサイズのアスペクト比が 16:10 になっていることを確認します。 
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⑥ 正面ビューで、投写面の高さが 2500mm になる（壁をコンテンツで埋められる）ように投写距離を設定します。 

高さもしくは奥行きの制限によりプロジェクターを後ろに下げられなくなった場合、③に戻って部屋のサイズを変更します。 

 

⑦ 正面ビューのセンタリングボタンをクリックし、曲面に正対するようにします。 

⑧ シミュレーション結果の曲面補正タブで、補正可否とフォーカス判定を確認できます。（この場合は補正不可） 

 

  

スライダーで調整 

数値入力で微調整 
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11. View 

プロジェクターの設置位置をビジュアル的に表示するエリアになります。側面、正面、平面図、３D ビューの４つの画面で構
成されており、すべてのビューは連動しています。 

   

 

11.1 View の切り替え 

① ウィンドウの表示数切り替え：4 画面、上下 2 画面、左右 2 画面、1 画面の切り替えを行います。 

② 表示内容の切り替え：ウィンドウ内の表示内容を切り替えます。現在表示している内容は黒字、それ以外はグレー字で
表示されます。すでに他ウィンドウで表示されている内容を選択すると、ウィンドウの位置が入れ替わります。 

 

 

11.2 側面  

・ 部屋を側面から描写しています。プロジェクターの位置はマウスもしくはキーボードの十字キーで操作できます。 

・ スクリーンサイズを変えずにプロジェクターの位置を変更する（ズーム最大～最小）場合は、“10.3 スクリーンサイズ” を
ロックしてください。 

・ レンズシフト対応機種は可動範囲が表示されます。レンズシフト可動範囲内でプロジェクターの位置を変更したい場合、
“10.3 スクリーンサイズ” と “10.4 スクリーン位置” をロックしてください。 

・ プロジェクターを部屋の高さ中心にセットする場合は、“センタリング”ボタンを押すと簡単に操作できます（スクリーン位置を
ロックしている場合、ボタンはグレーアウトします） 

 

 

 

 

①  

② 

ズーム最大～最小の投写レンジ 
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・ “10.6.1”の垂直角度を ON にすると、右側にスライダーと角度入力枠が表示されます。 

 

 

 

11.3 正面  

・ 投写面を描写しています。 

・ レンズシフト対応機種は可動範囲が表示されます。レンズシフト可動範囲内でプロジェクターの位置を変更したい場合
は、“スクリーンの位置を変更”にチェックを入れるか、右（垂直レンズシフト）、下（水平レンズシフト）にあるスライダーで
操作します。レンズシフト量（％）を表示している枠が赤くなった場合は、レンズシフト範囲外となります。 

・ プロジェクターを部屋の左右中心にセットする場合は、“センタリング”ボタンを押すと簡単に操作できます（スクリーン位置
をロックしている場合、ボタンはグレーアウトします） 
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11.4 平面図  

・ 部屋を上から描写しています。基本的な操作は“11.2 側面”と同じです。 

・ “10.6.1”の水平角度を ON にした場合は、右側にスライダーが表示されます。 

 

 

 

11.5 3D ビュー  

・ 部屋を立体的に描写しています。ビューの操作方法は以下の通りです。 

➢ 拡大/縮小：マウスホイール操作、もしくはホイールクリックしながらマウスドラッグ 

➢ 回転：イメージを左クリックしながらマウスドラッグ 

➢ 移動（パン）：Shift＋マウスドラッグ、もしくは、右クリック＋マウスドラッグ 

・ プロジェクターの操作はプロジェクター上に表示される軸を左クリック＋マウスドラッグで行います。 

黄色：上下方向、シアン：奥行き方向、マゼンタ：左右方向 
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11.6 その他  

スクリーンを含む壁面以外の壁に映像が投写されている場合、以下のようにピンクで表示されます。 
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11.7 超短焦点機種専用 UI 

超短焦点機種を選択し、設置姿勢を“壁掛け”に設定した場合、シンプル版、アドバンスト版の選択に関わらず、超短焦点
機種専用の UI に自動的に切り替わります。 

 

11.7.1  2018 年以前の超短焦点機種を選択した場合  

 

 

通常 UI との相違点は以下のとおりです。 

・ 部屋のサイズは高さのみ指定可能です。 

・ 指タッチユニットの設置を行うかどうかを選択できます。ON にすると指タッチユニットの設置位置が表示されます。また、アス
ペクト比の設定によっては設置時の注意点についてメッセージが表示されます。 

・ 各種寸法はイメージ内に表示されます。 

・ 角度調整（台形補正）はできません。 
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11.7.2 2019 年以降の超短焦点機種を選択した場合  (EB-1485FT 以降の機種 ) 

 

 

  

 11.7.1 と 11.7.2 の違いは上記赤枠内の以下の機能 

  - ホワイトボードモードの追加 

  - インタラクティブ機能の ON/OFF 選択 

  - 指タッチユニットの設置位置選択 

 

  各機能の説明は次ページを参照ください。 
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<ホワイトボードモード> 

<ホワイトボード: OFF> 

壁面やスクリーン等に投写する場合に選択します。投写可能
サイズは部屋の高さに基づいて設定されます。 

<ホワイトボード: ON> 

教室などに設置されているホワイトボードに投写可能か判断
する場合に選択します。投写可能サイズはホワイトボードのサ
イズに基づいて設定されます。 

 

 

  

 

＜インタラクティブ機能 ON/OFF の選択＞ 

インタラクティブ機能を使用する場合、投写可能な最大サイズに制限がかかります。 

（ペンもしくは指の位置検出精度に影響するため） 

インタラクティブ機能を使用しない場合には OFF を選択してください。 

 

 ＜指タッチ位置＞ 

指タッチユニットの設置位置をボード上、ボードの外のいずれかから選択します。 

（ホワイトボードが ON、かつ指タッチが ON の場合にのみ選択可能です） 

 

ボード上 ボード外 
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12. 明るさとコントラストの目安  

  “10.5.2 設置環境”で指定した条件において、選択した機種の明るさが十分であるかどうかの目安を表示します。 

① スクリーン上の輝度を nit(cd/m2)で表します。 

② スクリーン上の輝度を lx(ルクス)で表します。 

③ スクリーン上の実コントラストを表します。 

④ 実コントラストから、選択したプロジェクターが設置環境に対して十分な明るさがあるかどうかの目安を表示します。
（目安は INFOCOMM の指針を参考に当社が定めたものになります） 

 

 

 

⑤ ④の目安に合わせて、プロジェクターの投写イメージを変化させます 

（あくまで目安ですので見た目を保証するものではありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要十分なコントラストを確保できています。 

十分なコントラストを確保できています。 

推奨されているコントラスト値を確保できています。 

使用限度レベルです。可能であればより明るい機種を選択することをお勧めします。 

選択した機種では暗すぎる可能性があります。より明るい機種を選択することをお勧めします。 

② 

⑤ 

① 

③ 

④ 
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13. シミュレーション結果表示  

 “8”～”10”で設定したプロジェクターの設置条件から導き出されたプロジェクターの位置、および設定条件を表示します。 

斜め投写の補正可否については、プロジェクターの台形補正機能を用いて補正できるか否かを表示しています。 

 

“クリップボードにコピー”： 上記に表示されている項目および数値をクリップボードにコピーします 

“PDF 出力”：製品情報（レンズ情報）、シミュレーション結果、正面/側面/平面図を 1 ページの PDF にまとめて出力できます 

    最小サイズ=100~300KB、標準=1.5~3MB 程度のファイルサイズとなります 

曲面のシミュレーションの場合、PDF に補正結果も表示されます。 
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14. 曲面補正（曲面スクリーン機能のみ）  

曲面スクリーン機能でシミュレーションを実行した場合、シミュレーション結果に曲面補正タブが追加されます。 

曲面補正機能を用いて補正できるか否か、曲面上のフォーカスが合うかどうかの判定を表示します。 

 

補正 NG の場合、OK とするための具体的なヒントが表示されます。 

① 曲面の中心にプロジェクターが配置されていない 

 

② 曲面の曲率と投写距離の関係が調整範囲を超えている 

 

③ ①と②の両方が条件を満足していない 

 

 

注意：曲面補正機能がない機種は表示されません。 

湾曲補正機能は、黒板などの小さい曲面を対象とした機能のため、曲面補正機能の機種として表示されません。 
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15.シミュレーション条件の保存・再読み込み・出力・削除  

15.1 概要  

 

シミュレーション条件を最大５つまで PC に保存可能です。また保存している条件を読み込み、出力も可能です。 

条件を保存しておくことで、結果の再確認や異なる条件との比較が容易に実施できます。 

保存した条件を出力することでファイルを共有でき、他の PC や第 3 者も条件や結果を確認することできます。 

（保存ボタン）：現在のシミュレーション条件を保存します 

（再読み込みボタン）：保存されている条件を読み込み、再表示することができます。 

 

再読み込みする以外に、保存した条件の出力や、出力した条件を再読み込みすることができます。 

詳細は「13.3 再読み込み・出力」をご確認ください。 

 

オンライン版は Cookie を利用しています。 

Cookie 情報を削除すると、シミュレーション条件も削除されます。その点にご注意ください。 

 

15.2 保存  

・保存ボタンを押すと、現在のシミュレーション条件が保存されます。保存が成功した場合、以下のメッセージが表示されます。 

 

・保存が失敗した場合、以下のメッセージが表示されます。 
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5 つの条件が保存されていることが原因のため、新たな条件を保存できません。保存されている条件から不要な条件を削除して再
度保存してください。削除方法は「13.3 再読み込み」をご覧ください。 

 

15.3 再読み込み・出力・削除  

・再読み込み 

再読み込みボタンを押すと、保存された条件の一覧が表示されます。 

再読み込みしたい条件を選んで（選択した行はグレーアウトします）、クリックするとその情報が読み込まれます。 

 

注意：再読み込みすると現在実行中の条件が上書きされます。現在の条件を残したい場合は、事前に条件を保存してから
再読み込みか、別ウィンドウでシミュレーターを立ち上げて、再読み込みしてください。 

 

・出力 

条件一覧の「出力」列のアイコンをクリックすると、選択条件が json ファイルとして出力されます。 

保存場所：ダウンロードフォルダ ファイル名：simulationResult.json 

出力されたファイルを使えば、別の PC でも同じ条件・結果を確認することができます。 

出力したファイルの再読み込みには、ウィンドウの下にある「シミュレーション結果の読み込み（.json）」をクリックして、読み込みた
いファイルを選択してください。 
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・削除 

条件一覧の「削除」列のアイコンをクリックすると、選択した条件が削除されます。 

注意：アイコンをクリックするとすぐに条件が削除されます。（再確認のメッセージは出ません） 

本当に削除してよい条件かを確認してから削除してください。 

 

 

 

 

以上 


